
前５０００

２ 中国の古典文明 農耕牧畜のはじまり（ ，きびの栽培，豚・犬の飼育） 人

黄河文明 前） 文化（ 彩陶文化）彩文土器，西方の影響か？ 半坡遺跡

新石器時代 後） 文化（ 文化）ろくろ 日常用に ，形に 土器

夏王朝 実在は未確認。 （ 鬲、鼎 ）

前１６００
殷 河南省安陽県小屯村 亀甲獣骨による占い ・ 文字（漢字の祖型） 殷の国名

都 ◆ 政治（祭政一致） 王権が強大 ・大規模な王墓，精巧な 製の祭器，武器 《農民》氏族社会

前１１ｃ と呼ばれる村落

武王が，殷最後の紂王を牧野の戦いに破り建国（ 革命） 盆地からおこる 社稷で祖先の祭り

周 ◆ 制（ 関係を基礎）★特徴 宗族， ★特徴 【土地制度】 制 土地神の

都 周王 ・ ・ ， ， を与えられ，軍役・貢納の義務 穀物神の稷

前７７０

前 ７７０
春 遊牧系異民族の犬戎に都を攻め落とされ，平王は洛邑に遷都 ・長江流域への黄河文明の拡大

秋 周王室は弱体化し，その支配は名目的となる（東周）

戦 春秋時代 諸侯が各地に自立し，互いに実力で抗争する乱世 貝貨

国 ・ が出て， を旗印に会盟（同盟）を結ぶ 《経済・社会》

乱世 時 前４０３ ， の普及 ・

代 ７大諸侯が対立・抗争〔王の称号を使う〕 商工業の発達 ・ の使用

・ （ ， ， ， ， ， ， ）★位置確認 （ ， ，環銭）

東周 戦国時代 富国強兵策を推進し，人材登用 ・思想界の活況 成立 氏族社会が崩壊し単婚家族の成立

都 秦（孝公）で の改革が成功し強大化 ★諸派とその思想内容

前 ２２１ 《モンゴル高原》

始皇帝 秦王政が他の６国を滅ぼし全国を統一。丞相に法家の 文化の影響

◆ 制を全国的に施行（官吏を派遣して統治）★特徴 《外征》 響を受け，モンゴル高

統一 秦 《統一策》貨幣（ ）， 度量衡，文字（篆書）の統一 匈奴攻撃に 派遣 原に遊牧 民族の

・思想弾圧 ・ 思想の採用 ヴエトナムまで遠征して が台頭

都 《大土木事業》 ，阿房宮，驪山陵と兵馬俑 以下３郡設置

滅亡 大農民反乱 ・群雄挙兵 ・滅亡 「王侯将相いずくんぞ種あらんや」

前２０６

劉邦と の争い（垓下の戦い，四面楚歌，虞美人）

前 ２０２
①高祖 ◆ 制の採用 郡県制 関中， 西北部 漢軍は匈奴に敗れて 匈奴の全盛期

（ ） 併用策 制 遠隔地 対外的に消極策 王

⑥景帝 を鎮圧 （前１５４）

⑦武帝 ◆郡県制による中央集権体制の確立 漢の全盛期 《外征》対 に積極策 『絹の道』が開く

統一 前漢 《内政》【儒学の採用】 の献策により の官学化 西〕 を 国に派遣 ・ （汗血馬）

【官吏任用制度】 ・ を設置 北〕 ， の遠征 （対匈奴）

【経済政策】① ， ， の専売制度 ③貨幣 東〕朝鮮に 以下４郡設置

都 ② 法， 法 ★特徴 南〕 など９郡設置 前１ｃ分裂 西匈奴

衰退 ・ ， の権力争い ・土地兼併すすみ が台頭 哀帝の限田策 東匈奴

８

王モウ 外戚による帝位の簒奪 の政治を理想とする儒教主義の政治に失敗

新 滅亡 大農民反乱 ・ 群雄割拠となる

２５
光武帝 豪族の支持をえて全国を統一し漢を再興 《対外関係》 消極策 １ｃ分裂 北匈奴

（ ） ・大土地所有が発達し， 勢力の成長 東） の奴国の使者に金印を与えた 南匈奴

後漢 ・農民の困窮 ・ 太平道 （ ） 西） が として西域経営

（ 張陵 ） 部下の をローマへ派遣

・ の禁 宦官と官僚の抗争 西）大秦王 の使者来る

都 １８４ の張角が指導する大農民反乱 （ ）

〜 漢の統一支配は崩壊し，群雄割拠の混乱状態となる

２２０


